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平成 28年度 

男女共同参画センターはあもにい 第１回運営審議会 

 

平成 28年７月 29日（金） 

 

１．日時 平成 28年７月 29 日（金）午前 10：00～ 

２．場所 熊本市男女共同参画センターはあもにい ２Ｆ学習室 

３．出席者 運営審議委員 10名 

八幡彩子委員（会長代行）、広渡純子委員、中山敏子委員、荒川直子委員、伊藤一敏委

員、濱本伸司委員、小出史委員、那須円委員、坂口京子委員、井手志保委員 

  事務局   代表企業Ａ 尾池千佳子（九州綜合サービス株式会社代表取締役） 

              上村浩二（九州綜合サービス株式会社専務取締役） 

        構成企業Ｂ 小山雄治（熊本産業文化振興株式会社常務取締役） 

              河野正治（熊本産業文化振興株式会社総務部長） 

        構成企業Ｃ 藤井宥貴子（有限会社ミューズプランニング代表取締役 

              兼はあもにい館長） 

総務管理課：吉田寛、反後文代、梅田勝也、杉卓倫、富岡若菜 

 

４．会次第および議事内容 

（１）開会 

（２）開会あいさつ（館長：藤井宥貴子） 

（３）代表あいさつ（はあもにい管理運営共同企業体代表 尾池千佳子） 

（４）審議員および出席者紹介 

（５）審議 

議題１ 平成 27 年度実施事業報告 

議題２ 避難所としてのはあもにいの現状報告 

議題３ 震災後の被災者支援活動について 

議題４ 平成 28 年度の実施予定事業について 

議題５ その他 

５．議事録 

（１）開会午前 10時より 

進行（杉）：皆さま、本日はお忙しい中、またお暑い中、お集まりいただきまして、誠にあ

りがとうございます。はあもにい運営審議会規程、第７条２項の定足数に達しております

ので、平成 28年度第１回はあもにい運営審議会を開催させていただきます。まず、開会に

当たりまして、はあもにい館長の藤井宥貴子がごあいさつ申し上げます。 

（２）開会あいさつ（館長：藤井宥貴子） 
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藤井：皆さま、こんにちは。 

一同：こんにちは。 

藤井：本日はお暑い中、そして、震災後の大変な中、全員の審議員の皆さまに出席してい

ただきまして、本当にありがとうございます。スタッフ一同、心よりお礼を申し上げます。 
本当にまさかの発災でございました。熊本地震から３カ月が過ぎ、審議員の皆さまにお

かれましても、それぞれが大変な思いをされた数カ月間だったと思います。まだ、その渦

中にいらっしゃると思いますが、私ども会館のスタッフも、それぞれに、自分自身の自宅

が損壊したり、避難所や車中泊を経験したりしながら、それぞれがそれぞれをカバーし合

い、この数カ月間を過ごしてまいりました。 
皆さんもご存じのとおり、はあもにいは、５月の連休明けから、拠点避難所として市民

の皆さま、被災をされた方々を受け入れております。８月 13日には閉鎖が一応決まりまし

たが、現状でも 30名ぐらいの方がここで避難生活をされております。私どもは、実際に会

館全体の管理と、支援者支援という取り組みに通常の業務を切り替え、これまで取り組ん

でまいりましたが、正直なところ私たちの会館が、熊本市の男女共同参画センターとして

果たすべき役割が、十分に準備できていなかった、防災に関しての備えが十分でなかった

ということは、本当に否定できない事実であると思います。 
これらについては真摯に受け止めて、残りわずかの指定管理期間となりましたけれども、

精一杯、防災に関して力を注いでいきたいなと思っています。そして、熊本の復興にジェ

ンダーの視点が取りこぼされることのないよう、私たちとしても、できることを精一杯取

り組んで、関係団体とも協力しあいながら取り組んでいきたいということを、本当に心か

ら思っているところでございます。 
本日は、私どもが発災後どのようなことに取り組んできたのか、また、これからどうい

うことに取り組んでいこうとしているのかなどのことについて、説明をさせていただきた

いと思います。忌憚（きたん）のないところで、皆さんのご意見、質問、そしてご助言を

いただければと思っておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
進行（杉）：続きまして、はあもにい管理運営共同企業体の代表の尾池千佳子よりごあいさ

つを申し上げます。 
 
（３）共同企業体代表あいさつ（九州綜合サービス株式会社代表取締役 尾池千佳子） 
尾池：皆さま、おはようございます。 
一同：おはようございます。 
尾池：本日は月末の大変お忙しい中、平成 28年度第１回はあもにい運営審議会にご出席を

いただきまして、誠にありがとうございます。そして、審議員の先生方には日頃より当館

の運営に対しまして、多大なるご支援ご協力を賜りまして、重ねてお礼申し上げます。 
４月の震災では、熊本県のほぼ全域で甚大な被害が出ておりますが、久しぶりの審議員

の先生方の元気なお姿に、大変うれしく思っておりますとともに、地震から約３カ月半が
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経過いたしますが、当館には、先ほど館長からも話がありましたけれども、いまだに 27名

の方が不自由な避難生活を送られております。皆さまが１日も早く通常生活に戻れること

を祈念いたしております。 

このような地震の影響もありまして、28 年度の実施予定事業を多少予定変更させていた

だいたり、遅れているところもございますが、今年は指定管理者の更新の時期を迎えてお

ります。必ず２期目の選定をいただけますよう、残された日々を大事に、スタッフ一同、

精一杯頑張ってまいりたいと思っております。今後ともどうぞご指導ご鞭撻（べんたつ）

の程をよろしくお願いいたします。本日はどうもありがとうございました。 

進行（杉)：では、お手元の資料を確認させていただきます。まず、式次第がございますで

しょうか。続きましては、その下にミモザフェスティバルのリーフレット、および、カラ

ー印刷の上通の内容が書いてあるもの。続きまして、平成 28年度第１回運営審議会【避難

所としてのはあもにいの現状】と書かれた、とじられたもの。その次に、「避難所キャラバ

ン中間報告書」という、とじられたもの。それから、その他にチラシ、リーフレット関係

ということで、ひとまとめにとめたものがあるかと思います。この資料、お手元にござい

ますでしょうか。もし、お手元に不足した分がございましたら、おっしゃってください。

特にございませんか。 

 

（４）出席委員紹介 

進行(杉)：続きまして審議員の紹介に移ります。まず、今回、ルーテル学院の大学学長清

重先生がご退任されたということで、新たに広渡純子先生にご就任いただいております。

ただ、広渡先生は所用がございまして、若干遅れられるということですので、後ほど来ら

れた際、ご紹介したいと思います。では、正面こちら右手側の方からご紹介させてもらい

ます。まず、熊本大学教育学部教授八幡彩子さま。 

八幡：八幡でございます。よろしくお願いいたします。 

進行（杉）：続きまして、熊本市女性リーダー協議会会長中山敏子さま。 

中山：中山でございます。よろしくお願いいたします。 

進行（杉）：熊本日日新聞社 NIE・新聞活用センター編集長荒川直子さま。 

荒川：荒川です。よろしくお願いいたします。 

進行（杉）：続きまして、カラーデザインスタイルサンフラワー代表井手志保さま。 

井手：井手と申します。よろしくお願いします。 

進行（杉）：続きまして、正面左手側になります。総務省行政相談委員男女共同参画担当委

員、黒髪校区第６町内自治会長伊藤一敏さま。 

伊藤：ご紹介いただきました、伊藤でございます。よろしくお願い申し上げます。 

進行(杉)：一般社団法人フミダス代表理事濱本伸司さま。 

濱本：濱本でございます。よろしくお願いいたします。 

進行(杉)：熊本県異業種交流女性の会代表小出史さま。 
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小出：はい。小出でございます。遅れて申し訳ございませんでした。よろしくお願いしま

す。 

進行(杉)：熊本市議会議員那須円さま。 

那須：那須と申します。よろしくお願いいたします。 

進行(杉)：おやこスタジオ RAFiT 代表坂口京子さま。 

坂口：坂口です。よろしくお願いいたします。 

進行(杉)：本日につきましては、はあもにい管轄担当部署の熊本市市民局市民生活部男女

共同参画課課長の藤川さまは、業務の都合で欠席をさせてもらっております。ご了承くだ

さい。 

次に、はあもにい管理運営共同企業体の役員、および、はあもにいの職員を私の方から

紹介いたします。正面右側の方から、まず、はあもにい管理運営共同企業体の代表であり

ます九州綜合サービス株式会社代表取締役尾池千佳子です。 

尾池：尾池でございます。よろしくお願いいたします。 

進行(杉)：構成企業九州綜合サービス株式会社専務取締役上村浩二です。 

上村：上村でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

進行(杉)：続いて、正面左手になりますが、構成企業熊本産業文化振興株式会社常務取締

役小山雄治です。 

小山：小山です。よろしくお願いします。 

一同：よろしくお願いします。 

進行(杉)：構成企業熊本産業文化振興株式会社総務部長河野正治です。 

河野：河野でございます。よろしくお願いいたします。 

進行(杉)：構成企業有限会社ミューズプランニング代表取締役であり、当はあもにい館長

であります藤井宥貴子です。 

藤井：よろしくお願いいたします。 

進行(杉)：続きまして、はあもにい総務管理課課長の吉田寛です。 

吉田：よろしくお願いします。 

進行(杉)：課長の反後文代です。 

反後：よろしくお願いします。 

進行(杉)：課長の梅田勝也です。 

梅田：よろしくお願いします。 

進行(杉)：富岡若菜です。 

富岡：よろしくお願いします。 

進行(杉)：そして、私、総務管理課係長の杉卓倫と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。以上、職員紹介でした。今回の運営審議会の議事録に署名いただく方を決めたい

のですけれども。毎回お願いして大変申し訳ありませんが、今回も伊藤委員と坂口委員に

お願いしてもよろしいでしょうか。 
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（一同拍手） 

進行(杉)：ありがとうございます。はい。では、今回も議事録の署名は伊藤委員と坂口委

員にお願いしたいと思います。 

伊藤：分かりました。よろしくお願いします。 

坂口：よろしくお願いいたします。 

進行(杉)：ありがとうございます。では、これから先の進行につきましては、以前の会長

の清重先生がご退任されましたので、今回、副会長の八幡先生に進行をお願いしたいと思

いますけれども、皆さまよろしいでしょうか。 

（一同拍手） 

進行(杉)：ありがとうございます。では、ご承認いただきましたので、これから先は八幡

先生に議事の進行をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

（５）審議 

八幡：はい。ただ今、議事進行のお役目を仰せ付かりました八幡と申します。昨年まで会

長で、非常に楽しくこの会議の進行を務めていただきました清重先生が、東京にご転出さ

れたということで、会長の代行は副会長の役割ということで、お役目を頂戴いたしました。

何分不慣れですので、皆さまのご協力の下に進めてまいりたいと思います。どうぞよろし

くお願い申し上げます。 

それでは、さっそくですが、審議に入らせていただきたいと思います。まずは、議題の

１になりますが、平成 27年度実施事業報告ということで、反後さまからご報告をお願いい

たします。 

 

議題１ 平成 27 年度実施事業報告 

反後：はい。それでは、さっそくご報告をさせていただきます。平成 27年度の実施事業の

報告につきましては、皆さまのお手元に事業概要はございますでしょうか。そちらをご覧

いただければと思います。 

昨年度の事業につきましては、４年目ということもございまして、私どもの中で、いろ

いろチャレンジをした年ではあったんですが、その中で一番大きかったことが、ミモザフ

ェスティバルを、この男女共同参画センターはあもにいの建物から出て、上通で実施した

ということでした。こちらにつきまして、簡単に説明をさせていただきたいと思います。

42ページの白黒の写真でございますが、それを併せてご覧ください。 

今回、ミモザフェスティバルを上通で実施し、延べ 3,400 人の方にご参加いただきまし

た。大きく分けて２カ所で行ったんですが、上通の通りの所で実施したものと、あとは、

熊本市の現代美術館で実施しました。今回の目的というのが、３月８日の「国際女性デー」

をより広くみんなに知ってもらいたい。そして、男女共同参画について全く触れたことの

ない方にも触れていただいて、考えていただきたいということで、上通で実施いたしまし
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た。 

そして、上通のアーケードでは、ミモザフェスティバルにちなみ、ミモザの花のプレゼ

ントや、男女共同参画に関するクイズラリーなどを実施しました。皆さんのお手元に配ら

せていただきましたが、事業概要が白黒だったので、分かりにくいかなと思いまして、お

手元に１枚、カラーのものも入れさせていただいております。 

当日、このようなかたちで上通を黄色くセッティングいたしまして、床に黄色のカーペ

ットをタンタンタンと布を敷いて、そこにブースをつくらせていただきまして、子どもた

ちには黄色の風船を配り、あとはミモザの花を配って「国際女性デーを記念したミモザフ

ェスティバルなんですよ」ということを告知しました。 

そして、この通りで、男女共同参画に関するクイズラリーをいたしまして、参加してい

ただいた方には、こちらのミニタオルをプレゼントし、全く普段はあもにいにいらっしゃ

らない方でも、この男女共同参画に触れるような機会を持ちたいと思いまして実施いたし

ました。 

初めてで、いろいろと分からないところがあったんですが、上通商栄会さんの方と、あ

とは、参加の店舗の方もいろいろとご協力いただいて、ミモザの花を飾っていただいたほ

か、商栄会の女性部会の方々が、当日、積極的に受付などもしていただいて、大変助かっ

て、皆さんで盛り上げていただきました。 

そして、一方で熊本市の現代美術館の方では、講演会と、あとはウィメンズカレッジの

成果発表会、修了式、そして、交流会などを実施いたしました。講演会は、有川真由美さ

んという、働く女性に向けた著作で非常に人気な方なんですけれども、自分の気持ちを楽

にして生きていくための心の持ち方、考え方などをお話しいただきました。 

ウィメンズカレッジにつきましては、これは６月からずっとコンスタントに、大体、月

１回ぐらい開催してきたんですが、その集大成というかたちで、四つのグループに分かれ

まして、それぞれがテーマを決めて、それについて研究、発表を行うということを、初め

て昨年取り組みました。 

四つのグループのテーマは、やはり、今それぞれの方が思っているようなことで、例え

ば女性の継続就労であったり、ワーク・ライフ・バランスであったり、あとは、男性の心

の開放を促す社会とはなんだろうか。それから、多様な職業選択を可能にする教育とは何

だろうか。そういった、それぞれの方々が、本当に疑問に思うようなことについて、皆さ

んなりにそれぞれ研究していただいて、大変素晴らしい発表になったかと思います。こう

いったかたちを併せまして、ミモザフェスティバルというかたちで３月に実施をさせてい

ただきました。 

今回、上通の方々と、つながりが持てたので、今後も何か一緒にやっていくことができ

たらと思っております。その他の事業につきましては、事業概要をご確認いただければと

思います。また、何かご質問がございましたら、どうぞお願いいたします。以上です。 

八幡：はい。ご説明ありがとうございました。例年同様といいますか、例年以上にパワー
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アップした昨年度の事業報告。その中でも目玉事業として、第４回ミモザフェスティバル

の方の取り組みなどをご紹介いただいたかと思います。これらの事業にご参加いただいた

委員の方も多かったのではないかと思いますけれども、その辺り、何かご質問、ご意見等

ございましたら。本日は議題ごとに質疑応答を受け付けて進めて参りたいと思いますので、

ぜひ、忌憚のないご意見をお願いしたいと思います。いかがでしょうか、まずは、昨年度

の事業についてということで。小出委員いかがでしょうか。 

小出：この日は別件があって伺えなかったんですけれど、とても素晴らしいことだと思い

ます。今、年に１回ですか、アートプレックス、ジャズの祭典が街中であるとか。私も関

わっておりますけれども、プロもアマも障害があるなしに関わらず、街中で音楽を楽しも

うという「オハイエくまもと」の、とっておきの音楽祭が、３月の下旬、街中の５、６カ

所で行われています。 

今回は、ミモザフェスティバルが開かれて、それで事務局は大変かもしれないけれども、

本当、通り通りですごくきれいなミモザの花が咲いて、その中で何か女性たちを中心に頑

張っているという。また「すべての女性にありがとう」と、ここに書いてありますけれど

も、時間を要してもいいので、そういう祭典が上通から下通り、いろんな所で広まってい

って、３月８日辺りには、この熊本がすてきなミモザで飾られるようなことになっていっ

たらいいなと思いました。 

八幡：ありがとうございます。この会館の中でのイベントだけではなくて、街に出掛けて

いって、こういう取り組みを PR する。この会館の PR にもなりますし、熊本市の男女共同

参画の取り組みに関する PRにもなりますし、こちらの方のパンフレットですかね、街の紹

介もあって、上通の活性化？ 何かそういうのにもつながるような、非常に総合的な企画

だなと思います。 

小出：とてもすてきだと思います。 

八幡：非常にいいですね。いい取り組みだったなと思っているところなんですけれどもね。

他には何かございませんでしょうか。では、中山先生。 

中山：初めてここを出まして、出前講座のようなミモザフェスティバルをしたところ、私

も参加させていただきました。やはり、おそらく、こういうことをしているということを

ご存じない方ばかりが、集まっていらしたのではないかと思います。それで、「本当に良か

った」という声は当日も聞きましたけれども、それをきっかけに何かここに足を運んだと

いう方がおられますかね。把握していらっしゃらないと思うんですけども、それをきっか

けに「ちょっと、はあもにいに行ってみようかな」ということで来られたような方がござ

いますか？ 

反後：はい。細かくご説明しなかったんですけれども、「ミモザカラーおしゃれさん撮影会」

というものも実施しておりまして、それは、「当日、黄色の洋服を着てきた方をプロのカメ

ラマンが撮影しますよ」というような企画がございました。それで、黄色の洋服を着て、

そしてミモザに、この上通にいらしていただいた方が何人かいらっしゃいまして、全部で
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写真撮影自体は 20名ほどさせていただいたかと思います。 

中山：お疲れでございました。 

反後：その写真を１階のギャラリーの方で展示いたしまして、それを見には来られました。 

中山：大変と思いますけれど、来年辺り、もう一回していただくともっと広がるのではな

いかな。商店街の方、初めてだったのでびっくりされたと思うんですけど、もう一回ぐら

いいいんじゃないかなと、私は個人的にそういう感じを受けました。まだ、輪が広がって

いくんではないかなと思います。 

八幡：ありがとうございます。指定管理体制の、ちょうど切り替えの時期で。でも、非常

に好評なので、今後も継続をというご要望だったかと思いますので、ぜひご検討いただけ

ればと思います。他にはございませんでしょうか。他の議題でも、いろいろご発言いただ

く機会があるかと思いますので、議題の１に関しましては、以上でよろしいでしょうか。

はい。ありがとうございます。では、次の議題に進めていきたいと思います。 

 では、議題の２ですけれども、今度は「避難所としてのはあもにいの現状報告」という

ことで、ご報告いただきます。総務管理課の吉田課長さまからお願いいたします。 

 

議題２ 避難所としてのはあもにいの現状報告 

吉田：総務の吉田です。このあと、震災後の事業につきましてはご報告があると思います

ので、私からは「避難所としてのはあもにいの状況」ということでご報告したいと思いま

す。お手元に資料の方をお配りしておりますけども、では、資料を見ながらご説明したい

と思います。 

藤井：お手元の資料の方で説明をさせていただきます。 

吉田：お手元の方に、こちらの資料をお配りしておりますけれども、ありますでしょうか。

はい。まず、「熊本地震発生から避難所指定されるまで」ということで、４月 14日 21時 26

分に大きな地震がありまして、後々、これが前震ということだったんですけれども、益城

町などで震度７ということで、熊本でも６とか５とか、非常に大きな地震でございました。  

21 時 26 分ということで、はあもにいが 21 時半までの開館ですので、利用者の方がリハ

ーサルＡ室などにいらっしゃいまして、おけがはなかったんですけれども「そのまま帰り

ます」ということで、会館には残られずに帰っていかれました。 

その後、はあもにいのスタッフが３名、21 時半以降も残りまして、地震の後、周辺の地

域の方で、はあもにいに避難されてきた方が 13名ということで、朝方までには帰っていか

れたんですけれども、13名避難者を受け入れたという状況です。 

15 日につきましては「大きな地震があったね」ということで、みんな普通に出てきて通

常の勤務を行ったということです。その日の夜中１時 25分に益城町、西原村で震度７とい

うことで、いわゆる本震というものが起きました。 

16 日の昼は設備係が出勤しまして、会館の被害状況の確認などを行いました。大きな余

震の発生なども考えられましたので、市と協議した結果、16 日は臨時休館ということで閉
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めております。 

翌 17日は、ちょっと画面の方に戻りますけれども、出勤困難者を除いたスタッフが出勤

して、館内の被害状況の確認を行いました。被害状況については、この後、写真などがあ

りますので見ていただきたいと思います。 

18～26 日までは現状報告を行ったほか、貸館再開に向けての協議や準備を行っておりま

した。それと、４月 15日以降、もう貸館ができなくなりましたので、利用予定者と連絡を

取って、利用の中止とか日程変更などの確認作業を行っておりました。４月 28日からメイ

ンと多目的ホール以外の貸室は貸し出せる状況でしたので、貸し出しを再開いたしました。

情報資料室については、５月１日からということで開室を決めておりました。 

こちらが地震の起きた後の会館の状況ということで、情報資料室の本が下に落ちたりと

か、机の引き出しが出たりとかですね。あと、建物の外部は少しひび割れなども起きてお

りました。この時点では、まだ詳しい状況が確認できていなかったんですけれども、ホー

ルの方の機材の被害などがあるということが、後日判明しております。 

「拠点避難所指定後」となっておりますけれども、５月の初旬に中央区の方から、はあ

もにいが拠点避難所になるということで連絡がありまして、４月 28日から貸室を再開して

いたんですけれども、５月３日ぐらいには、貸し出しを再度中止にしたという状況です。  

５月８日から避難所ということで、中央区と北区の避難者の方がはあもにいに避難され

てまいりました。サンライフさんも４月末から、はあもにいよりも先に避難所として始ま

っています。５月８日以降は、ボランティアによる炊き出しや慰問等が数多く実施されて

おります。 

７月４日、サンライフの避難者を、はあもにいに集約するという連絡が市からあってお

ります。７月 30日土曜日、明日なんですけれども、３階と４階を清掃すると。31日からサ

ンライフの避難者さんが、はあもにいに入ってくることになっております。  

８月以降につきましては、先ほど館長からお話がありましたけれども、サンライフさん

とはあもにいの避難者を合わせて 30人ぐらいが、８月以降も避難者が残られる状況という

ことで。ただ、８月 14日をめどに、中央区の避難所としてのはあもにいは閉めたいという

のが、市の考えであります。それ以降は、また、貸館を再開したいと思っております。 

（広渡委員が到着される） 

続けさせていただきますけれども、最後に現在の貸室の状況ということで、メインホー

ルは、修繕しないと使えないということで、今、貸し出しができない状況ですね。多目的

ホールにつきましては、６月３日から貸し出しをしております。他の貸室につきましては、

避難所になっておりますので使えないということで、今貸室として使っているのは、多目

的ホールのみという状況です。 

避難者の方は、３階、４階を使われていらっしゃるんですけれども、その他の部屋は、

いろいろ、シャワー室とか物干し場とか給湯室とか、そういった目的でご利用になってお

ります。今、はあもにいで使える部屋としましては、学習室と食品加工室のみという状況
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です。私から貸室、避難所としてのはあもにいの状況につきましては、ご報告は以上でご

ざいます。 

八幡：はい。ご説明ありがとうございました。この度の熊本地震では、いろいろご自身の

ご家庭等の被災等もあり、大変な状況の中、避難所としても多大なご尽力をいただき、心

より感謝申し上げる次第です。非常に詳しくご説明いただきましたけれども、ただ今のご

説明に対して質問等をお願いしたいと思いますが。お願いいたします、那須委員。 

那須：はい。説明ありがとうございました。震災後、実は、市の中にいくつも指定管理制

度を導入しつつあります。地域のコミセンなんかもそうなんですけれども、管理者が避難

所として開設をするという。実は「しない」と決断された施設もある中で、このはあもに

いが避難所として避難者を受け入れていただいたことに、本当に感謝したいというふうに

思っております。 

その上で、先ほど藤井館長さんからも「災害に対する備えの部分で足りない部分があっ

たのではないか」といったご発言もあった中で、そういう災害に向けての備えや、こうい

う避難所としての運営の中で、さまざまな苦労があると思うんですけれども、先ほどの発

言、もう少し詳しいところなんかも教えていただければというふうに思います。よろしく

お願いいたします。 

八幡：藤井館長からお願いします。 

藤井：はい。先ほど私が、備えが足りなかったというようなことを申しましたのは、防災

計画の中に、男女共同参画センターが位置付けられていたにも関わらず、私どもは市との

協議が、役割分担がはっきりできておりませんでした。私たちは市の担当課の指示を受け

て動くというような認識でおりましたので、今回の災害は、市が動けないというか、本当

にもう、発災直後稼働しないという状態の中で、私たちは一体何をしたらいいのかという

状況が、すぐにあったということで、私たちが十分にその役割分担をしておけばよかった

なと、する必要があったというようなことを、先ほど発言させていただいたということに

なります。 

また、私どもの会館は水害とかそういったときにも、指定避難所にはなっておりません

ので、市民の方を受け入れるための、例えば、食料の備蓄とか、そういったものが確保さ

れておりません。今回の前震の時には、ここにあるもので対応したということになります。

13 名の市民の方が来られましたので、そこにいたスタッフで対応しましたけれども、やは

りその中でも、まだまだ足りなかったなというような反省が、私たちの中にある状態です。

今後はそういった反省も踏まえて、しっかりと役割を分担して、そして、備えもしていく

というようなことに力を注いでいきたいというふうに思っております。 

熊本市から拠点避難所にという話をいただいたのが、４月半ばぐらいだったと思います。

はあもにいは避難所にはしないというような方向で、最初は話を伺っておりましたので、

私どもは、よその会館のほとんどが閉館している中、メインホールは使えない状態ではあ

ったんですけれども、他の貸室は何とかいけるだろうというような状況でありましたので、
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１日も早く開館をして、市民の方々の日常を取り戻すという役割を担っていこうというこ

とで準備を進めていました。 

しかしながら、４月の中旬というか、もう本当に終盤、月末だったと思います。すみま

せん、記憶がちょっと定かでなくて。集約避難所として他に予定していた所が使えないと

いうことと、小学校はできるだけ早く子どもたちに開放してやらなければというようなと

ころで、中央区はサンライフと、はあもにいにというようなことでお話をいただきました。 

私どもとしましては、使える部分はできるだけ市民の方に開放したい、そして市からの

要請にも応えたいということで、行政の方にこちらからの要望として申し出たのは、今回

の震災は女性の単身者や母子家庭の人たちが避難所に行けない状態で、車中泊が続いてい

る状況だということが把握できていましたので、まず、母子と女性の単身者、そして子育

ての、小さいお子さんを持つ家族を優先的に受け入れる避難所として開設をさせていただ

きたいということでした。最初の頃は、小さいお子さまを持たれる方や母子家庭の方が、

いらっしゃったかなとは思うんですけれども、最終的には高齢の女性の単身者がほとんど

を占める避難所になりました。 

会館４階建てですけれども、３階と４階に避難所を開設して、２階の多目的ホールだけ

は貸室として開放できるという状況を維持しました。１階のロビーと情報資料室、幼児室、

それと多目的ホールを市民の方に開放し、避難所と一緒に同居するというか、避難者の方

も、そして、一般の市民の方も受け入れるというかたちでこれまできております。避難所

の実質的な管理は行政の方がされますので、私たちは貸館の管理、それと行政の方のサポ

ート、プラス一部貸館と通常の業務というようなことで、この３カ月強、過ごしてきた状

態です。 

問題というか課題があったかというと、横で見ながら、行政の方がかなり疲れていらっ

しゃるなというようなことを思いました。私たちは、すぐに避難所にならなかったので、

その間それぞれのことを考えたり、体を休ませる期間が少しありましたので、それが幸い

していろんなことに取り組む、他のことに取り組むことができたかなというようなことが

あります。 

それと、振り返ってもう一つ言えることは、避難所には指定されていませんでしたけれ

ども、実は、はあもにいは、発災直後から電気も水も確保できていました。なので、もし

かしたら、女性専用の避難所として、はあもにいが本当にそうなのかというのは、私の個

人の判断では言えませんけれども、そういう避難所として開設するというようなことも、

今後の一つの案件として、行政の方にはつないでいけるのかなというふうには思っている

ところです。よかったでしょうか。 

那須：ありがとうございました。 

八幡：よろしいでしょうか。はい。ありがとうございました。 

伊藤：ちょっと、すいません。 

八幡：はい。では、伊藤委員お願いいたします。 
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伊藤：ちょっと、お伺いしたいんですけれどね。はあもにいが避難所に指定を受けたとい

うことは、地域に何か広報されたんですか。 

藤井：いえ。それは地域の方も来れるようにということですか。 

伊藤：ええ。いや、われわれも避難所になっているということは知らなかったんですよね。

だから、この地域とか何とかに、避難所に指定されたということを広報されたのかなとい

うことを思っていたんですよ。 

藤井：私どもは、はあもにい通信、あと、ホームページで市民の方にはお知らせしたとい

うことなんですけれども、黒髪校区の方に個別にお知らせするような手だてはしていませ

んでした。 

伊藤：なかったんですね。 

藤井：はい。 

伊藤：今、入所されている方たちは自発的というか。この地域の方が多いですか。 

藤井：そうですね。拠点避難所ということなので、中央区の方々で、わりと近い方が一時

避難所からこちらの方に移って来られています。 

伊藤：あー。 

藤井：それは、行政の方の面談というか、それぞれ確認をされた方だけが、こちらに来ら

れているので、詳細なことについては、私たちも分からないことになります。 

伊藤：そうですか。実は、こういう問題があるんですよ。地域差はありますけれど、黒髪

校区の場合は 18 町内あるわけですよ。それで、避難所として指定を受けられたのは、黒髪

小学校、それから桜山中学校、それと八幡先生のところ、熊本大学の体育館ということで、

非常に、３カ所。結局、全然自発的にみんな、ばーっと行くもんですから、もう入れない

避難所が何カ所もあったわけですよね。だから日頃、自治会を通して「何町内と何町内は

どこに避難をしなさい」ということを早くから、やはり決めておかないといけないという

ことを思ったんですよね。 

ですから、一番、避難をして良かったということは、熊本大学の体育館が、一番良かっ

たんですよ。みんな、その評判を言っています。それは何でかといいますとね、やはり、

学生さんたちに非常に面倒みてもらったのですよね。だから、食事の問題も学生さんたち

がみんな配ってくれたと。避難所によっては、避難して寝たきりに近いようなご老人がお

られるところは、とうとう、食糧は来なかったという避難所もあったんですよ。集中的に

ばーっと来るもんですから、やはりなかなか、避難所というのは難しい運営の方法があり

ますので、その点をはあもにいさんで、いろいろご検討いただいたということで、末永く

その点はよろしくお願いしておきます。どうも、すいません。ありがとうございます。 

八幡：ありがとうございます。熊本大学も体育館を開放するに当たりましては、やはりま

ずは、食糧が熊本市からなかなか届かなくて交渉をしたり。ただ、熊本大学の場合は国立

大学の連携がありまして、そちらから物資が流れたりとか、いろいろありましたので。そ

の辺りは学生も自主的に、あくまでも学生が自主的に、むしろ、私たち職員よりも動いて
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くれたところがありまして、いくらか地域の皆さまに貢献できたとしたら、それは幸いだ

ったなというふうに思います。ありがとうございます。 

伊藤：本当に今回の地震については、大学の学生さんは、ものすごくいろいろやってもら

ったんですよ。14日に第一発がありまして、それで１日おいて 16日、またありまして。 

17日、18日頃は、学生さんたちが 10人ぐらいで地域を回ってもらったんですよね。何

をされているのかとお伺いしたらですね。黒髪校区というのは、非常に古い家の街並みな

もんですから、それで道路が狭いんですよね。古い家ほどブロック塀をやっているんです

けれど、ブロック塀に芯の鉄筋が入ってないんです。ただブロックが続いているだけ。だ

から、地震の後にブロック塀がバタバタ倒れたんですよ。それを学生さんたちは、みんな

車が通るようにしようということで、ブロック塀を片付けてもらって。 

非常に学生さんたちは、すごく貢献をしてもらったなということで。地域としては、こ

れは学校の方にもお礼に行かなければならないなという話をしているんですよ。はい。す

みません。余分な話をしましたけれど、よろしくお願いします。 

八幡：ありがとうございます。はい。お願いいたします。 

中山：今、館長の方から、ここは本庁の行政の指示の下に動かれるようなお話だったので

はないかと思いますけれども、今回のような地震というものは、毎回のことではなくて、

めったにないことなんですけれども、いざという緊急の場合には、この館のことですから、

館長の指示の下に動くということはできないんですか。やはり、行政等の打ち合わせの中

でないと動けないということですか。 

藤井：いえ。今回はそういった状況だったので、私どもの判断でいろいろな取り組みをし

ました。ただ、仕様書に書かれていないことだったので、それは独自の判断ではあったの

ですけれども、一つ一つ確認を取りながら動いたというのはあります。だから、もう少し

きちっとした役割分担があれば、最初、戸惑うことはなかったなというようなことが反省

点ではあります。 

中山：それがここの館の方、館長の下にというのが一筆入っていないからだと思うんです

よ。だから、館長の下に動くということはできないんですかね。そこのところを皆さんど

うお考えになりますか。このはあもにいのことですから、はあもにいのトップが動かれて

いいのではないかなと、私は単純にそう思うんですけれども。 

藤井：その辺りが、指定管理者の難しいところもありまして、仕様書に沿った管理運営を

するというようなことが大前提であって、多分、他の指定管理者のところは閉館をして、

それ以外のことをしなかったというところもあるのではないかなと思います。 

中山：緊急の場合も、やはり規定通りということなんですね。分かりました。 

藤井：できる範囲で。 

上村：通常的には、緊急で、例えば人命に関わるとかですね。施設の倒壊に関わるとかそ

ういうのは、もうその時点で館長の判断。 

藤井：判断します。 
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上村：ただ、事業として継続してやっていかなければいけないというものについては、や

はり、市の承認がいるということですね。これは、今後、協定書を結ぶに当たって、やは

り、市と協議はしていかなければならないと思います。 

八幡：はい。ありがとうございます。かねてより伊藤議員さまからも、この審議会の場で、

万一のときにはこちらを開放していただきたい旨のご発言はいただいていたかと思うんで

すが、今後、万一こうした震災が起きたときに向けての対応というところで、熊本市とも、

いざというときは避難者の方に避難していただけるような対応を取っていただけるように、

その辺りもご検討いただけるとありがたいかなと思います。 

前震のときに 13 名の一時避難者を受け入れていただいたというのは、おそらく、こちら

の判断で受け入れていただいたのだろうというふうに思うんですね。はい。あと、拠点避

難所になるというふうなことは、テレビのニュースなどでも流れておりまして「ああ、そ

ういうふうになったんだな」と、私なども理解はしていたところなんですけれどもね。は

い。ありがとうございます。他にはございませんでしょうか。次の議題に……。 

荒川：一ついいでしょうか。 

八幡：ありがとうございます。では、荒川委員お願いします。 

荒川：地域の中でのセンターのあり方と男女共同参画センターという一つの使命を帯びた

施設が、こういう災害時になったときにどういう動き方をするかというもので、とても難

しいと思うんですけれども、結果的に高齢の単身女性の方が多かったということですけれ

ど、全県的に見ると、やはり行き場のなかなか見つからない母子、シングルマザーとその

小さな子どもたちが、車中泊をせざるを得なかったというのはあるわけですよね。 

例えば、そういう人だけが行ける避難所があるということが分かったら、少なくとも自

分で足を確保もできる。自動車を運転できるとか、時間的な制約がないのでゆっくり移動

ができるというような人たちにとっては、やはり、シェルター的な意味を含んだ機能が果

たせたんではないかなと思います。 

熊本市の中央区とか北区ではない市民の方の中には「避難所には怖くて行けない」「女性

だけの世帯なので怖い」という方たちの声がありましたね。だからやはり、そこは少し詰

められた方がいいのではないでしょうか。もちろん、地域に開かれたセンターということ

も大事なんですよね。だから難しいと思いますけど。やはり、熊本市の担当者の方とも詰

められてと思います。 

八幡：はい。ありがとうございます。すみません。 

藤井：はい。そのことについては、私たちも車中泊の状況がしっかり把握はできていませ

んので、その辺りの状況を把握しながら市と協議を進めて、次に生かしていく話し合いを

していかなければならないなというふうに思っております。 

八幡：ありがとうございました。今回の地震では、一時避難所の指定自体、非常に絶対量

が足りてなくてというふうなことがあったかと思うんですが、その辺りは、ぜひ那須委員

の方から市議会等にもご意見を上げて、働きかけていただけるとありがたいかなと思いま
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す。よろしくお願いいたします。次の議題もこの震災に関係のある議題ですので、先にそ

ちらの方に進めさせていただき、その中でもご意見を頂戴できればと思いますが。  

ここで、新しく委員になられた広渡委員のご紹介をさせていただきたいと思います。そ

れでは、お願いいたします。 

進行(杉)：では、今回ルーテル学院大学の学長に就任されました広渡純子さまですね。こ

ちらの委員の方にもご就任いただきましたので、よろしくお願いします。 

広渡：よろしくお願いいたします。遅れまして、申し訳ございません。 

進行(杉)：ありがとうございます。では、引き続き、また、先生お願いいたします。 

八幡：では、議題の３の方に移らせていただきます。「震災関連事業の実施について」とい

うことで、富岡さんですね、はい。お願いいたします。 

 

議題３ 震災後の被災者支援活動について 

富岡：震災後の取り組みについてご紹介いたします。本日資料はご用意しておりませんが、

皆さまのお手元に「避難所キャラバン中間報告書」というものがあるかと思います。本日

はこちらの内容をメインにご紹介いたしますので、内容につきましては、お手数ですが、

皆さま正面の画面でご確認をお願いいたします。 

熊本地震が発生したあと、皆さんはどちらに行かれましたでしょうか。私は親戚の家や、

病院の駐車場を利用しましたが、ライフラインが途絶えた後は、やはり、近隣の小学校に

お世話になりました。ここ熊本市内でも約 250カ所の避難所ができたと言われています。

これは自主避難所も含めた数になっております。 

当館では、阪神淡路大震災や、また新潟県の中越地震、東日本大震災など、過去の震災

での経験や報告書などを震災の後、改めて振り返りました。また、全国の女性会館や男女

共同参画センターからアドバイスが寄せられました。それを受け、各避難所で、まずは環

境改善が必要ではないかということで、次の四つの取り組みを進めることになりました。

一つが「男女共同参画の視点からの環境改善」。二つ目が「性暴力 DV防止の啓発」。三つ目

が「自立支援」。四つ目が「支援者支援」。この四つの取り組みを進める避難所キャラバン

というものを実施いたしましたので、中間報告として、今回、それぞれご報告いたします。 

まず「男女共同参画の視点からの環境改善」から、ご説明いたします。東日本大震災の

経験を踏まえて、内閣府は防災対策の見直しを行いました。ちょうど東日本大震災が起こ

った平成 23 年の 12月には、防災計画基本法が修正されまして、避難場所における女性や

子育て家庭のニーズへの配慮などが盛り込まれました。今回の熊本地震は、その内容が盛

り込まれてから初めて発生した大きな地震です。 

前震直後、内閣府から男女共同参画の視点からつくられた、避難所チェックシートが届

きまして、男女のニーズの違いに留意するようにという指示がありました。チェックの内

容は「授乳室が設置してあるか」「管理責任者に男女両方が配置されているか」など、全部

で 19の項目がありました。東日本大震災では「更衣室や授乳室がない」「女性が必要な物
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資が不足している」といった、女性や子育て家庭への配慮が欠けていたことが、課題とし

て挙がっておりました。また、避難所では、「みんな大変だから自分は我慢しなくては」と、

女性が声を上げにくい状況であったとあります。 

それを受けまして男女共同参画の視点から避難所を調査し、現状を把握すること。また、

それぞれの現場に合った改善策の提案を行い、望ましい環境を整えること。この二つを目

的としまして、避難所の環境改善を行うことになりました。 

地震が発生した後に、各小学校や公立の高校など、一時避難所が開設されました。私た

ちは、まず、中央区と東区の 13 カ所を、地震があったちょうど 10日後ぐらいから回り始

めました。その後、ちょうどゴールデンウイークの５月８日辺りに集約拠点避難所として

避難所が集約され、その後、全ての集約避難所を回りました。 

主に行った取り組みとしては、まず、内閣府のチェックシートを持っていって、避難所

の状況を確認してまいりました。 

主に「女性や子育て家庭に配慮をした避難所の開設ができているか」「男女共同参画の視

点に配慮した避難所の管理運営が行われているか」といった視点を持って、ヒアリングを

各避難所で行いました。 

中にはスペースが確保できずに、なかなか更衣室が設置することができないといったと

ころがありました。他の避難所では、例えば、細いテント式のものを準備して更衣室をつ

くるなど、いろいろ工夫をされている避難所もありましたので、まだ、更衣室が設置され

ていないというところは、他の避難所の事例を紹介するなどして、状況を確認しながら環

境改善を進めてまいりました。 

特に一時避難所では、混乱のさなかで環境面が整っていないというところもありました。

ヒアリングに行く前から、更衣室、授乳室などが設置されていないという情報が会館には

入ってきておりましたので、避難所のヒアリングを行う際に、「更衣室」「授乳室」「女性用

物干し場」といった、こういった表示物を持参しました。扉にこのように、貼っていただ

けるようなものを準備して、「扉の前に掲示してください」と依頼しました。 

またおそらく、スペースはあっても、まだつくっていないというところもありましたの

で、そういったところには、「ここのスペースを活用できませんか」と提案し、この表示を

貼ってくるなどして対応しました。 

一時避難所を回っていく中で、「なかなか女性のニーズを把握できていない」という回答

をしている避難所が多くありました。それを受け、はあもにいでも「どうしたら女性のニ

ーズが聞き出せるだろうか」ということを話しました。これは男性からの意見でしたが、

ある程度プライバシーが確保できる場所でないと、自分の意見というのは言いづらいので

はないかということが出ました。 

そこである程度、プライバシーを確保できるトイレに意見箱を設置いたしまして、みん

なの困りごとや悩みを寄せてもらい、定期的に、はあもにいが意見を回収に行きました。

その都度、行政の担当者に意見を報告しまして、改善を求めました。 
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寄せられた悩みは対人関係でしたり、あと、食に関することがほとんどではありました

が、中には女性特有の悩みも寄せられておりました。例えば、「生理用品がない」という声

でしたり、「同じエリアに男女が混在しているからとても不安だ」といった声が上がってい

ました。生理用品に関しましては、すぐに施設に連絡をいたしまして、対象者へ行き渡る

ように依頼をいたしまして、エリア分けにつきましては、既に職員の方がその投稿を見ら

れていたようで、それを受けて緩やかな男女別のエリアを設置することになったそうです。

こういった意味でも、意見箱の必要性というのは感じました。 

続いて「避難所の入居者個別ヒアリング」なんですが、一部の避難所で女性や子育て世

帯を対象に、要望や困りごとについてヒアリングを行いました。主に高齢者のヒアリング

では、家屋の損傷や、住まいの確保についての不安、次いで、体調面についての不安の声

が多く上がっていました。 

また、高齢者が多い避難所の中では、子育て世帯は、少数派でした。なので、そういっ

た方の声が、なかなか私たちのところまで届いてこないということもありましたので、各

避難所で依頼をしまして、受け入れてくださるところに関しては、子育て世帯の方々には

個別にヒアリングを行いました。  

聞き出すと、皆さん、やはりいろいろ要望や、不満があられて。例えば、「オムツは、自

分の子どもはＬサイズだけれども、そういったものが不足していた」とか。「子どもが騒ぐ

から、近くに同じような子育て世帯の人がいると望ましい」というようなことを、話され

ていました。しかし「そういった声を言ってしまうのは、やはり、わがままではないか」

とか、「自分さえ我慢すれば、何とかなるのではないか」ということもあって、それを直接

スタッフの方には伝えていないと言われていました。 

また実際に避難所に行けなかった子育て世帯の人たちもいらっしゃると思います。そう

いった方から話を聞くことで、避難所の課題というのが見えてくるのではないかなと思い

ますので、こちらに関しましては引き続きアンケート調査などをして、現状を把握してい

きたいと考えております。 

また、地震が起こった後に、女性や子ども向けの支援物資の提供の呼びかけ、および配

布を行いました。集まった支援物資は、アレルギー対応の離乳食や、洗濯ネット、オムツ

など。トリンプからたくさんの女性用の下着も提供いただきました。私たちから各女性会

館に依頼をして届けていただいた防犯ブザーには、性暴力・DV防止の啓発のカードを添付

して、各避難所、また、車中泊している家庭などへも配布を行いました。 

震災後、全国の女性会館や男女共同参画センターから、性暴力・DV防止に関するさまざ

まなアドバイスがありました。東日本大震災女性ネットワーク調査チームによる報告書で

も、震災後、子どもや女性を狙った性暴力、また、DVなどが報告され、被害相談がいまだ

に続いているという状況がありました。 

このような被害を未然に防ぐためにも各種機関と連携をして、迅速な啓発活動を行うこ

とにしました。こちらが性暴力・DV防止のポスター、チラシです。４月の 15日に作り始め
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まして、翌週から本格的に配布を始めました。掲載した内容は「トイレまで男性がついて

きて怖い思いをした」とか、「更衣室の段ボールの上から覗かれた」など、過去の事例を紹

介しております。また、その真ん中のところには「自分を大切にしてください」「周囲の目

と支えがたよりです」など、気を付ける点を紹介しました。皆さまのお手元にも性暴力・

DV防止のポスター、チラシを配布しておりますので、もしよろしければ、併せてご覧くだ

さい。 

一番下の部分には、万が一、性暴力・DVを受けた場合に活用できる相談窓口の一覧を記

載しました。なかなか DVや性被害を受けたときは、周りに相談をできないとか、表面化し

づらいというところが課題となっているかと思いますので、まず何かあったときは、相談

窓口につなぐということをこのチラシで啓発しました。これを持って各避難所に掲示をし、

注意喚起を行いました。 

また、国際 NGOの協力を得て相談窓口を記載したカードを作成し、支援物資に付けて配

布をし、また、当館のホームページに「熊本地震被災女性サイト」をつくり、相談窓口な

どの情報を提供しました。このように避難所を回る中で、更衣室や授乳室などの設置は、

大体、整ってきておりまして、避難所の環境面が整っていく様子というのを確認できまし

た。 

また、集約避難所では高齢者が多くを占め、単身女性や子育て世帯とは違った悩みを抱

えていることがうかがえました。例えば、自力で自宅の片付けや、仮設、みなし住宅の手

続きを進められないという方々が多くいらっしゃいまして、避難所での生活が長引いてい

る方が多くいらっしゃいました。そのような人々が現在の場所に留まらずに、先に進むた

めの取り組みが必要と私たちも判断いたしまして、女性や子育て家庭だけではなくて、そ

ういった人々が自立に向けてどういった支援が必要かというのを考え、行動に移しました。  

その一つとして行ったのが「防災ミニ講座」です。こちらの講師は、当館の館長が務め

まして「非常時、皆さんはどういった状況でしたか」というのを、まず確認をいたしまし

て。「何を持ち出せましたか」ということを聞きました。非常時の持ち出しリストを作成い

たしまして、その後、茶話会を通して震災の経験を共有いたしました。これは、当センタ

ー、サンライフ、子ども文化会館の避難者の方々を対象に行いました。皆さん、なかなか、

ここにいらっしゃると地震のことを振り返る機会がないので、とても参考になりましたと

いう声が聞かれました。 

続いて行ったのが、当センターとサンライフの避難者の方々を対象にした食事会です。

食生活改善推進委員による、物資を活用した料理の振る舞いを行いました。例えば今、物

資で、焼き鳥の缶詰とかそういったものがあるんですけれども、それを使った親子丼など、

物資を活用して料理をする方法を紹介しました。また、今後の生活に役立つような栄養バ

ランス、健康についての講話も行いました。結構、皆さん、配膳などは避難者の方々が自

分でされていました。 

続いて「支援者支援」について。こちらは現在も取り組んでいる内容です。災害支援に
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当たる人々が継続的な活動支援のなかで、休養が取れずに、ストレスをため込んでいると

いう状況があるということを聞きました。その状態が続くと、心身に不調を来すこともあ

るということで、今、大きな問題になっているのではないかと思います。熊本地震でも多

くの行政職員が余震の多い中、地震の被災者でありながら避難所の対応に当たっておりま

した。 

そこで、被災者の支援活動をする人々に向けて、災害時の支援時の体や心の変化に対す

る情報を提供し、休養を促すリーフレットを作成いたしました。こちらも皆さまのお手元

に、この緑色のメンテナンスシートというのをお配りしております。こちらを私たちの方

でつくりました。今、画面にも出ているんですけれども、こちらが作成した「よりよい支

援を続けるための自己メンテナンスシート」です。支援者自身が休養を取って、心身を整

えることの必要性を伝えました。作成に当たりましては、国際 NGOからの支援を受けて、

臨床心理士の監修も受けました。シートは当館のホームページからもダウンロードできま

す。 

メンテナンスシートには、地震後の心と体のストレス反応をグラフで示したものや、現

在のストレスをチェックすること、また、自分のためにできることを、具体的にイラスト

も交えて紹介しております。こういったことを通して、自分流のメンテナンス方法を見つ

けることが大切なのだということをご紹介しております。 

こちらは、たくさん、はあもにいでも印刷しておりまして、もし、周囲の方で支援をし

ている方がいらっしゃいましたら、有用な情報になっておりますし、枚数多くお渡しする

ことができるかと思いますので、必要の際はお帰りの際にお申し付けください。ここまで

が避難所キャラバンで行った取り組みなのですが、その他にもいくつか地震のあとに行っ

たことがありますので、ご紹介させていただきます。 

震災によって通勤ができない、また、オフィスでの業務が困難な方がいらっしゃったか

と思います。そういった方々を対象に、１階の環境がネットを使えるようになっておりま

すので、そちらに机と椅子を並べて、サテライトオフィスを開設しました。やはり、地震

のあと、パソコンがこわれて作業が会社でできなくなってしまったという方もいらっしゃ

いましたので、そういった方はここにいらっしゃって、お仕事されているという方もいら

っしゃいました。こちらの場所も無料で開放しております。 

また、子どもの遊び場がないというお母さんたちの声が、たくさん寄せられておりまし

た。そこで、日頃託児室として開放している幼児室を、行き場をなくしているお母さんた

ちにリラックスできる場所として、開放しました。 

今も結構、お母さんたちいらっしゃっていて、「地震の後、遊ぶ場所がなかったので、助

かっています」とか、幼児室の先生に「こういったことで悩んでいる」と、お話をされて

いくお母さんがいらっしゃるということでした。月１回、臨床心理士の先生に来ていただ

いて、親子相談会も実施しております。以上が、震災後に行った取り組みの紹介でした。 

八幡：はい。ありがとうございました。今、ご報告いただいた内容は、本来のはあもにい
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さんの事業計画には挙がっていない、だけれども、こうした非常時の対応ということで、

迅速に取り組んでいただいた内容かと思います。いかがでしょうか。今日、これですね、

皆さまのご意見をいただきたいなと思うところなんですけれども。できましたら、お一人

ずつご意見を頂戴できればありがたいのですが。では、伊藤委員からよろしいでしょうか。 

伊藤：そうですね。本当に、今、ご報告いただいた件について、非常に微に入り細に入り、

小さい面までみんなを面倒見ていただいているということは、本当に分かりました。こう

いう機会を通して、われわれは、こうやっていただいているというのは分かったんですけ

れども、やはり本当に困っている人たちが、まだ、世間にはいっぱいおられますので、こ

ういうことをやりますということは、はっきり言明していただくと、結局、子育て問題に

ついてもそうだし、幼児の問題も非常に今、難しい問題を抱えていますので。この点、非

常に今日、説明いただいたのも本当に感銘を受けましたので、今後とも活動に力を入れて

よろしくお願いしておきます。どうもすみません。 

八幡：はい。ありがとうございました。では、順にマイクを回していただければと思いま

す。 

濱本：本当に素晴らしい活動だなと思っておりまして、当たり前のことも当たり前にでき

ないという状況の中で、ここの男女共同参画センターはあもにいさん独自の視点というか、

忘れてはいけない視点をちゃんと広げていくということが素晴らしいなと、改めて思いま

した。 

ぜひ、今後もこういった活動を続けていただきたいなと思っている次第ではあるんです

が、一方で多分、はあもにいが熊本市の指定管理ということで、この施設の外に出て、こ

ういう活動をされるということに対して、熊本市さんとはどういうお話になっているよう

な状況なのでしょうか。熊本市さんからの反応と言いますか、そこを、ぜひお聞かせいた

だければなと思っております。 

藤井：はい。熊本市には「こういった目的で、こういうことをしたい」というような計画

をお伝えして、許可をいただいて動いております。許可をいただいて動いている状態で、

それをストップされるようなことはありませんでした。 

濱本：ああ、なるほど。 

藤井：はい。 

濱本：素晴らしい取り組みだと思いますので、ぜひ、続けていただければなと思っており

ます。 

八幡：はい。ありがとうございます。 

藤井：一つ。どうして、私たちがこういう動きができたかということを、説明しておきた

いと思います。何をするのかというのは、仕様書に書かれておりませんでしたので、発災

後、本当に私たちは何から手を付けたらいいのか迷いました 

そして、全国で男女共同参画センターの協議会というのがありまして、そこが、大規模

災害を想定したネットワークシステムというのをつくったばかりだったんですね。私たち
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はそこにアクセスをして、他県からたくさん、全国からいろんな支援の声、そして特に東

北からは「こういったことにまず手を着けてほしい」と、「こういったことに取り組んでほ

しい」というようなアドバイスを、本当に細かい助言をいただいて動き出したということ

になります。 

そして、動き出した後も「こういうことをすると、またこういう表現だと誤解を招く」

など、本当に適切な声をいただきながら、修正をしながら動いてきました。 

例えば、私どもは避難所の指定を受けておりませんでしたので、物資を受けてしまうと、

物資を受け入れるということも行政の許可がいったんですけれども、行政からは「受けな

いでいい」とストップがかかりました。全国からもたくさん「これを送りたい」とかいう

声が上がったんですけれども、東北の方からアドバイスいただいたのは、「物資を受け始め

ると物資の仕分けとか、そういったことでスタッフが取られてしまうので、計画的に受け

なさい」ということをお聞きしましたので、私どもとしましては、私たちが欲しい物をリ

ストにして「必要なときに必要なものを送ってください」というような声を上げたり、送

ってこられるときには、いつ、どのくらいの量で、何を、どういった手段で送られるかと

いうようなことを把握しながら、最初のうちは受け取りをしました。 

その後には、少し落ち着いてきたので、状況を見ながら「女性と子どもの支援物資に限

って受け取ります」というような声を上げながら、計画的に、受け入れてきました。全国

の女性センターの連携ができていたから、こういった動きができたということは言えるか

なと思います。 

八幡：はい。では、小出委員お願いいたします。 

小出：私も濱本さんと一緒で、本当に素晴らしい取り組みを、とてもスピーディーに動か

れたなと思いますし、今、館長がおっしゃいましたように、本当に、いかにそういったネ

ットワーク、連携、つながりというものが大切だったかというのを思いますね。 

また、阪神大震災、東日本の経験者の皆さんのアドバイスもきちっと受け止めて、それ

を生かしていく。良かったこと悪かったこと。もう、本当に素晴らしいと思います。また、

それを他の避難所に行ってアドバイスをして、更衣室の表示を直に持っていかれたことも

感心しました。この辺すごくスピーディーな取り組みだったと思います。 

八幡：ありがとうございます。那須委員お願いします。 

那須：熊本市から何らかの指示があってスタートしたのかなと、最初、思ったんですけれ

ども、そうではなくて、全国のネットワークを生かしながら自主的にこういう活動をされ

たということで、本当にありがたいと思います。 

私自身も避難所に入って、いろいろ運営のお手伝いであったり、被災者の声を聞いたり

しました。どこかの時点でかは、忘れましたけれど、このチェックシートは、行政、市か

らの資料か何かでいただいて、これを見て自分のところの避難所では、こういう視点が足

りてなかったなと、改めて自分自身も気付かされて、こういう視点で運営しなくてはいけ

ないんだなということを学びました。本当にありがたい活動だったなと思っています。 
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まだ、途中の段階で、今後も続けていかれるということであると思うんですけれども、

ぜひ、報告書ではないですけれども、まとめて、市の方にもそういった資料をいただけれ

ばと思うんです。運営そのものを改善すれば、問題が解決できた部分プラス、あとは、や

はり、何というかな、ハード面であったり人の面であったり、今から次の災害に向けてと

か、他都市が災害に向けて教訓とするべきことなんかも、皆さんの活動を通じて明らかに

なってくると思いますし、そういった準備もしていかなければいけないと思うので、そう

いった取り組みの報告なんかも、ぜひ、教えていただければと思います。 

八幡：ありがとうございました。では、坂口委員お願いします。 

坂口：私もお話を聞いていて、本当に、涙が出るぐらいありがたいことだなと思ったりし

ています。特にこのチラシで、子どもたちが被害に遭うという観点が私自身にもなかった

ので、これを、はあもにいさんが発信されたときに、私もそういう視点で気を付けなけれ

ばと思って。 

学生ボランティアさんが、結構、普段の格好で短いパンツにＴシャツという学生さんを

見たことがあったので、やはり、「避難所だから長ズボンがいいよ」「ボランティアありが

とうね」と言って、声掛けたことが何回かありました。せっかくボランティアに来てもら

って被害に遭うとか、トラブルに巻き込まれるというのは、本当に避けてほしいなという

ことで思っておりました。小さいカードであったりチラシであったりという、配布に、先々

に工夫してやっていただくのは、本当に伝わりやすい工夫で、ありがたいことだなと思っ

ています。 

実際、子どもさん連れや赤ちゃん連れの方々は、困った声をなかなか声が上げられずに

いると、身近で聞いていましたので、はあもにいが、そういった特化した施設になってい

くとありがたいと感じました。今後、日本でまた、必ず災害はあるので、そのモデルプラ

ンになっていただいて、今度は全国的な部分で、はあもにいが支援できればなと思います。

本当にありがとうございます。 

八幡：ありがとうございます。では、井手委員お願いできますか。 

井手：今、こちらのパワーポイントを見せていただきまして、私が知らない部分でもたく

さん取り組まれて、頑張っていらっしゃったのだなと思いました。私自身も、もちろん熊

本に住んでいるので、自分自身も被災者であるんですけれども、私もそうですけれども、

皆さんもやはり「何か人のためにできないのかな」とかいう部分が常にあったと思うんで

すよね。 

私自身、カラーの仕事をさせていただいていまして、すぐすぐに避難直後から、仕事が

途絶えてしまったこともありました。そういったときに、いろいろな団体があるんですけ

れども、こういう熊本市とか県とか、行政を通じて何かできることがあればと思って、熊

本市のまちづくり推進課に行きました。私はこういうカラーの仕事ができるのでというこ

とで、県外のカラーの仲間から色鉛筆とか塗り絵とか、物資をいただいたり、アドバイス

をいただいたりしまして、私自身が元気になったら、そういう「メンタルケア的な支援を
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したらいいよ」ということを言っていただきましたので、熊本市に相談をしました。そう

したらご縁あって、こちらのはあもにいをご紹介いただきましたので、４階の避難所で、

数回メンタルケアでのカラーのボランティアをさせていただきました。 

私はカラーが専門職なので、カラーを通じて高齢者の女性の方々と接していっていまし

たら、素直に取り組んでいくと、自分の今の心の状態だったりとかを話されたりとか、２

回目行ったときには、やはり期間が経っているので、ちょっと疲れ切っていらっしゃった

りとか、またお家に帰ることへの不安というものを吐き出されたりとか、そういうことを、

私自身、いろいろ聞くことができたので、とても良かったなと思いました。そういったと

きに「こちらのはあもにいの方々も、親切にいつも対応してくださっているから、本当、

自分たちも避難生活させていただいてありがたいな」という声もおっしゃっていました。 

こういうリーフレットのページの裏面とかに、「とにかく眠る」とか、「アロマをたく」

とか、「子どもと遊ぶ」とか、いろいろなテーマが設けられていますので、一つ要望で、は

あもにいさんでもメンタルケアの講座を取り入れていただければ。私も入れていただいて

もいいので、カラーの講座や「笑う」ということに特化したようなコミュニケーション講

座、歌を歌う講座、ピアノを弾く講座とか。今から避難所も閉鎖していくということだっ

たので、ここに集まってきてできるような講座や、高齢者の人たちも地域に、また、皆さ

んのところに戻っていかれると思うので、そういうところでの出前講座みたいな企画とか

も検討していただけたらいいなと思いました。今日はありがとうございます。 

八幡：ありがとうございます。では、荒川委員お願いいたします。 

荒川：いろいろなご苦労がある中でたくさんのことを取り組まれていて、本当に大変だっ

たでしょうし、まだ大変な中にあられると思いますが、やはり、男女共同参画センターと

いう施設の使命、特命があると思うんですね。だからこそ、東北の地震を経験した後に内

閣府が指針を定めたわけだし、熊本県の防災計画にも、熊本市の避難所の運営のマニュア

ルにも男女共同参画の視点でやるというのは明記されているわけで、それは、もう３年前

でしたか、定められているわけなので、そこはセンターの定めとしてやっていくというこ

とだと思います。だから、いろいろなことをされているのは、本当にそういう視点からも

いいなとは思っています。 

ただ、多分、私たちなんかよりも、もしかして職員さんの中には、もちろんご自身が被

災者で、お家が非常にシリアスなダメージを受けられている方もいらっしゃる中で、本当

に奮闘していらっしゃると思います。 

こういう大きな災害が起きたりなんかして、みんなが混乱しているときに、女性の問題

は後回しになりがちですよね、意識の中で。意識、無意識の中で。例えば、避難所の中で

パーテーションを早く入れて欲しいんだけれども「いや、みんなのつながりが大事だから」

とか、「絆を今こそ」とか、「ここは地域ごと入ってきているので、そういうことする人は

誰もいません」とか、そんなふうに否定されがちなんですね。 

女の人自身も、やはり自分のことよりも、まずは夫のこと、子どものこと、家族のこと
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を優先しがちなので、我慢したり、何か大変なことがあっても言い出しにくかったりして

いると思います。そういうことを、あまり気付かない人がいるのですよね。なので、段々

後回し、あるいはすぐ後回しになってしまうということも。 

なので本当は、それが一番厚い壁というかな。発災直後にしなければいけない男女の視

点を持った対策というのが大事なのだということを、ずっと言っていってください。復興

は何十年とかかりますよね。３カ月ちょっとしか経っていませんけれど、熊本はもう、そ

れをずっとこれからやっていくわけなので、特命を帯びた施設として、それをずっと言っ

ていっていただきたいと思います。 

今、井手さんが言われたような、ボランティアで自分のできることを生かして、活動を

やっていらっしゃる小さなグループとか個人とかたくさんいらっしゃいますけれども、一

人一人の力は、個人レベルだったり、小さなグループレベルです。それを熊本の復興につ

なげていく、それから、熊本の女性の強さにつなげていく。熊本の男女共同参画につなげ

ていく。だから、その力をまとめるような機能、要のような役目を果たしていただければ

なと思っています。 

例えば、東北だと、あまり被災の度合いがひどくなかった女性たちが立ち上がって、グ

ループをつくって、仙台の女性のグループが女川（おながわ）とか石巻とかそういう所に

出掛けていって、被災者の心のケアとか、傾聴活動をするとか、いろいろネットワークが

できました。 

それは東京でもできているし、そういうことがあったからこそ、内閣府の指針もできた

わけですよね。指針をつくるときのメンバーは、その活動に従事した人が入っていました。

なので、熊本の女性たちのそういう活動をつなげて束ねていく機能も、果たされればいい

のではないかなと思います。 

八幡：ありがとうございます。では、中山委員お願いいたします。 

中山：はあもにいの中の仕事だけでも、スタッフの方はだいぶん抱えていらっしゃって、

常日頃が大変だと思うんです。それに、今回は緊急な事業が入りましたので、それをこま

めに女性の視点から考えて今までしてくださったということを、本当に私も感謝申し上げ

ます。これからまだ続くと思います。ですけれど、どうぞスタッフの方、体に気を付けな

がらよろしくお願いいたします。お疲れさまです。 

八幡：ありがとうございます。では、広渡委員、お願いいたします。 

広渡：私、初めてこの運営審議会に参加させていただきまして、まだ、本当に、いろいろ

なことが分かっておりませんけれども。実を言いますと、私事ですけれども、私は 21年前

に阪神・淡路大震災を経験いたしました。今回４月に着任したばかりで、地震を再度経験

し、今まで３カ月、とにかく対応に追われてきました。今日、はあもにいさんの取り組み

をお聞きしまして、本当に、このセンターならではの取り組みだなと思いました。 

その隔世の感というか、阪神のときは、本当に初めての経験でしたので、いろいろなこ

とが何もない、手掛かりもないところで取り組まれて、ましてや、性被害のことという女
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性のことなど、ほとんど取り上げられることはありませんでした。耳にすることがあって

も、タブーのような扱いでした。それでも、二十何年経っているのですけれども、やはり、

声が上げられないということは同じではないのかなと、今回も思いました。 

特に私は、熊本の方たちが「大変でしたね」と人から言われたときに「いや、もっと大

変な人がいるから、我慢すべきだ」「私たちなんか、まだまだいい方なので、わがままを言

ってはいけない」というような意識をたくさんの方がお持ちだということを感じました。

これは、自分のこととして考えるときはとてもいいことだと思うんですが、やはり、それ

を他の人に対しても要求するということになると、いろいろな問題が出てくるのではない

かと思います。 

特に、女性や小さい子どものことに関しては理解をなかなかしてもらえない。声が上げ

られないということが、やはり、今でもあるのではないかと思います。このように、はあ

もにいが女性、子どもの視点で発信をしていく。それと公の機関が、こういう配慮と指針

等を発信していけば「あっ、言っていいんだ」「こういう考え持っていいんだ」というふう

に、女性たち自身が持っていくことができるのではないかなと、今ご報告をお聞きしなが

ら思いました。 

今回のときも、テレビのテロップで「性被害には気を付けましょう」というのが、たま

に出ることがあるんですが、ほとんど取り上げられることはあまりないので、これからだ

と思いますけれども。こういう直接的な物資の支援だけではなくて、この、はあもにいの

ようなところが女性や、そういう、なかなか声が上げられない弱い立場の人たちの心のよ

りどころになっていけるのではないかなと、非常に期待を、先ほどから何人の方もおっし

ゃっていますが、担当される方たちは大変だとは思いますけれども、とても大事な使命を

担っているセンターだなと思います。 

阪神でも思いましたけれども、本当に長期的な支援が必要です。何年後に、いろんなこ

とが起こってきたのを私も経験しましたので、特に、一時的な避難所ではなく、こういう

一つのところにしっかり根を下ろした場所が、その使命を負っていくというのは、とても

大事ではないかと思います。いろいろ、違うところがあるかもしれませんけれど、私が思

いましたのは、そういうことでございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

八幡：はい。阪神淡路の経験者として貴重なご意見をありがとうございました。もう、皆

さまからご意見いただきましたので、私の方からは、特段、コメントはないのですけれど

も、要望を一つ挙げさせていただくとすると、今回、避難所だけではなくて車中泊も含め

ていろいろな聞き取りをされていると思います。とりわけ、車中泊などをされている方に

は、そうした行政からの聞き取りがあまり行われていないという現状もあるようですので、

ぜひ、それを行政に上げていただきたいと思います。今日は残念ながら熊本市からはおみ

えではないのですけれども、行政も含めて避難されている方の情報への対応、意見箱に寄

せられた意見への対応等を働きかけていただくようお願いします。 

あるいは、今後のマニュアル化等で、もし、熊本の次に何かこうした状況に遭った地域
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に引き継げるものですね。私たちが引き継いだものを、今度は次の方にバトンタッチでき

るような、そうした台座のようなものを蓄積していただくことをお願い申し上げたいと思

います。 

それでは、少し時間が押してまいりましたけれども、議題の４の方に入らせていただき

たいと思います。「平成 28 年度の実施予定事業について」ということで、反後さんからお

願いをできますか。 

 

議題４ 平成 28 年度の実施予定事業について 

反後：平成 28年度の開催講座につきましては、事前にお渡しした資料の７ページをお開け

ください。平成 28年度開催の方向性につきましては、先ほどから申し上げているとおり、

熊本地震の発生によりまして、当初の事業計画を大きく変更することになりました。先ほ

どからご紹介いたしました地震発生後の今までの当館の取り組みにつきましては、（７）で

新たに震災関連事業ということで追加させていただいております。 

当初の予定から大きく変更させていただいたところは、（４）「男女共同参画の視点から

の防災」というところで、当初、私どもで予定してきたのは、「ジェンダーの視点を取り入

れた防災プログラムの構築」と「専門ファシリテーターの養成」ということで、昨年度計

画の方に入れていたんですが、実際に地震が起きまして、避難所キャラバンなどの活動を

する中で、そもそも、この「男女共同参画の視点からの防災」という考え方が、本当に認

知度が非常に低いということを感じました。 

そこで、まずは、この考え方をスタンダードにしなくてはいけないなと。そこから底上

げというか、そこから始めなくてはいけないのかなというふうに思いまして、①のところ

は「男女共同参画の視点からの防災の考え方を広く一般に啓発する」ということで考えて

おります。そして、②の方では「自治会、近隣住民との連携強化、会館の果たす役割の明

確化や環境整備などを進める」というふうにありました。 

これは、やはり、会館の果たす役割の明確化というのも、本当に必要なことなのではな

いかなと思いまして、今回、地震のときに、最初何をやったらいいか分からなかったとい

うところで、初動のところで必要な動きをもっとできたのではないかというふうに、悔や

まれるところも正直ありますので、ぜひ、ここのところは明確化の方をして、次には、起

きて欲しくないですけれど、何かが起こったときには、こういうようなかたちで動くとい

うような、はっきりしたものが分かればいいなというふうには思っております。 

方向性のところについて。（６）の「市民団体との連携強化」なんですが、これにつきま

しては、先ほど委員の方がおっしゃっていたとおり、小さな力をまとめる、ボランティア

の団体などの小さな力をまとめる機能、熊本の女性たちを束ねる機能というのが、まだま

だ、はあもにいに足りなかったんではないかと思っておりますので、連携を強化する機会

など、取り組みをしていきたいなというふうに思っております。 

 引き続き９ページを開けていただきますと、事業一覧の方になります。やはり、休館し
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ている間と、あとは拠点避難所になっていたということで、部屋が使えなかったこともご

ざいまして、この予定していた講座も中途で中止していたという感じになっているんです

けれども、その間、先ほどご紹介したような避難所キャラバンなどの活動をしておりまし

た。今回８月の中旬に、こちらの避難所が閉鎖の方向ということになりましたので、９月

から休止になっていた簿記講座から再開するようにしております。 

そして、指定事業と自主事業を行っていくんですが、地震がありましたので、皆さんそ

うだと思うんですけれども、メンタル的にですね。この講座の内容が今までと、やはり、

少し視点が変わってきたかなというところがあります。ですので、もう一回、内容を考え

直しながら、見直しながら、指定事業、自主事業を行っていきたいと思っております。 

どうしても、部屋が使えなかった時期があるというところで、本来、指定事業の中で、

資格取得講座を７講座実施しなくてはいけなかったのですけれども、それが、現在のとこ

ろ３講座しか入れられていないんですね。これにつきましては、市役所にもご相談させて

いただいておりまして、一応、了解はいただいているという状態でございます。以上、簡

単ですが、説明をさせていただきました。 

八幡：ありがとうございます。時間が押したので説明を急がせたかもしれませんが、あり

がとうございました。いかがでしょうか。震災対応で、ずいぶん事業の見直し等やってい

ただいたかと思います。それから、今年度が、現体制での最終年度ということでですね。

それでも、ボリュームを落とさずに精一杯取り組んでいただける内容だったかと思います

けれども、何かご質問、ご意見等ございましたらお願いしたいと思います。いかがでしょ

うか。 

ここまでも、委員の方は、例年通り頑張っていらっしゃる事業内容だなというご感想を

お持ちかと思いますけれども、たって、何かご発言をという方がいらっしゃいましたら、

お願いいたします。いろいろ震災対応もあって、見直さなければいけないことも多いかと

思いますけれども、その辺り、ぜひよろしくお願い申し上げます。 

最後に、今回から新たに委員に加わっていただきました九州ルーテル学院大学学長の広

渡先生に、今年度の取り組みについてのご感想などを頂戴できればありがたく思います。

お願いいたします。 

広渡：今までのことが、ちょっと、分かっておりませんので、今年度の取り組みについて、

どんなことを申し上げたらよいか分かりませんが。本当に、地震という特別なことが起こ

りました年ですので、先ほどから何名の方もおっしゃっているように、大変だと思います

けれども、私は、むしろ、地震という経験が、何か一つ、今までやっていたことが当たり

前ではないということの、見直すよいきっかけになるのではないかなと、うちの学校の方

でもそれを感じております。 

ですから、本当に、はあもにいさんが取り組んでこられたことは、もう一度、新たな視

点で見直して、本当に豊かな活動を展開していくよいきっかけにしていただければと、私

は期待をしております。すみません、これでよろしいでしょうか。 
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八幡：急にご指名を申し上げて失礼をいたしました。ありがとうございました。それでは、

議題４に関しましては、先ほどのご説明で、皆さまご了承いただいたということでよろし

いでしょうか。はい。ありがとうございます。 

 

議題５ その他 

八幡：最後に議題の５で「その他」という項目が挙がっておりますが、何か委員の皆さま、

あるいは、会館側からこれだけは言っておきたいとか、ご意見等、もし、ございましたら

お出しいただければと思いますが、いかがでしょうか。 

荒川：ちょっと、質問をいいですか。 

八幡：お願いいたします。 

荒川：八幡先生は今日、代行ということで司会をしておられますか。会長籍はどのように

なっているのですか。清重先生は、もう、いらっしゃらないということなのですけれど、

今日は年度初めの会議でいいですか？ 

藤井：はい。 

荒川：ですよね。 

藤井：会長不在のため、代行ということで、今回は急遽お願いをしたところです。皆さん

にご賛同いただければ、八幡先生を会長にということで、お願いをしたいと思いますけど

も、いかがでしょうか。 

（一同拍手） 

藤井：今年、残り１年ということもあって、先生は副会長でいらっしゃったので、そのま

ま会長の代行をというような打ち合わせで進行をお願いしたのですけれども、今年度、も

う一回ということがございますので、先生、会長をということでよろしいでしょうか。 

八幡：はい。では、会長の代理という立場で、次の会長を仰せ付かるということで了承し

ました。１年限りで力及びませんが、皆さまのご協力をお願い申し上げて、引き受けさせ

ていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

（一同拍手） 

藤井：よろしくお願いいたします。 

小出：先ほど館長から女性団体の、女性の県外の男女共同参画のネットワークがあったの

で、非常に、今回、助けられたということをおっしゃいました。熊本でも先生も私も、小

さな女性の会が県内や熊本市内にもたくさんあるので、熊本市にある、県内にある女性の

ネットワークをつなげるようなものがあればいいなと思いました。ぜひ、この、はあもに

いが中心となって、そういった女性団体をつなげてもらうといいなと思いましたので、ご

提案申し上げました。 

八幡：ありがとうございます。ぜひ、そうした取り組みも、今後は進めていただきたいと

思います。何か熊本市では８月 29日の月曜日に、「熊本市の働く女性の異業種交流会」、ど

企画されるという情報は入っているので、ぜひ、小出委員、中山委員、皆さま、そちらの
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方にもお出掛けいただければありがたいかと思います。熊本市の方がみえていたらよかっ

たんですけれど。 

藤井：チラシを用意します。 

八幡：お願いいたします。 

中山：私も定期で出ております。 

八幡：はい。よろしくお願いいたします。 

藤井：私からもよろしいでしょうか。 

八幡：はい。館長からお願いいたします。 

藤井：先ほど、取り組みの中で説明をしました、この「支援者のための自己メンテナンス

シート」ですけれども、私ども３万部印刷しました。国際 NGOオックスファム・ジャパン

からの資金的な援助をいただきまして、３万部印刷をして、県内のあらゆる所に行き渡ら

せたいと思っております。 

行政の職員の方はもちろんのこと、自衛官や保育者、いろいろなところで、そういった

業務にあたっている皆さんのお手元に届くように、今、動いてはいるのですけれども、な

かなか進まないところもありますので、ぜひ、皆さん、「ここには、これくらい持って行け

る」という方がいらっしゃいましたら、声を掛けていただければと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

八幡：はい。ありがとうございます。他に何かございませんか。 

中山：よろしいですか。 

八幡：お願いいたします。 

中山：どういう所に送ってらっしゃいますか。重複しては何にもならないので。 

藤井：今のところは、行政の一部ですね。 

中山：行政の一部というと？ 

藤井：熊本市の担当課の方に少し持っていきました。熊本市は、市役所の方の研修会に一

部持っていったというところです。 

中山：県の方には持っていってらっしゃいますか。 

藤井：いえ。県はこれから動こうと思っているんですけれども、昨日、福岡県の方が来ら

れたので、益城町に少しつないでいただくようにお願いをしました。あとは、もう、私た

ちが知り合いを通じて持っていっているという状況なので、もし、そういった窓口をご存

じの方がいらっしゃれば、ご協力いただけると助かります。よろしくお願いいたします。 

中山：少し、県の方には私が持っていきます。 

藤井：はい。 

八幡：ありがとうございます。それでは、よろしいでしょうか。それでは、滞りなく議事

の方が終了いたしましたということで、マイクは進行にお戻しさせていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

進行(杉)：八幡先生、審議の進行、誠にありがとうございました。では、閉会に際しまし
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て、はあもにい総務管理課課長吉田よりごあいさつを申し上げます。 

吉田：本日は、運営審議会にご出席、ご審議いただきまして誠にありがとうございました。

お話が出ておりますけれども、今年が指定管理の５年目、最後の年、最終年度ということ

で、事業につきましても、いろいろ計画していましたが、地震ということで、組み直すこ

とになりました。これにつきましては、スピーディーという話が出ましたけれども、スピ

ーディーに道を間違えずにということで進めていきたいと思います。皆さまのご指導、ご

鞭撻（べんたつ）よろしくお願いいたします。 

進行(杉)：では、以上をもちまして、平成 28年度第１回はあもにい運営審議会を閉会いた

します。皆さま、本当にありがとうございました。 


